
　資産活用のセミナーでは、「何のために
資産を作ってきたのでしょうか」という
点を常に一緒に考えていただきたいと
思っています。「退職後の生活のために」
と考えて、現役時代に資産形成を続けて
きて出来上がった資産なのに、それを使
わなかったら意味がありません。使って
こそ、現役時代の努力が報われるはずです。
　しかし、我々はなぜ使うことに躊

ちゅうちょ

躇す
るのでしょうか。資産が減ってしまえば、
その先の生活が心配になるため、できる
だけ使わないようにするという意識が強
くなるのは当然です。
　例えば、60歳で資産2000万円を保有し
ているとしましょう。「2000万円が1500万
円に減ってしまったら心配だ」「1000万円
に減ってしまったらさらに気になる」と
思うのは自然なことです。
　ただ、資産を使って生活をするにも、あ
る程度の年数を要しますし、その間に自
身の年齢も上がっています。にもかかわ
らず、今の時点での目線に常に固定して
見ていないでしょうか。60歳の時点での
目線で、その後も見てしまっているので

はないでしょうか。
　ここに、年齢を加えた視点を持ってみ
ましょう。例えば、60歳、70歳、80歳、90
歳それぞれの時点における、2000万円の
資産に対する満足度は同じではないはず
です。同じ資産額でも、その水準に対す
る満足度は、60歳代より70歳代、さらに
80歳代、90歳代の方が高いと思われます。
　にもかかわらず、資産額が減れば満足
度は低下するものと想定しているのは、
それを判断する時点の目線で固定して見
ているからかもしれません。年齢を重ね
るたびに、同じ金額でもその後の余命の
長さによって満足度が高まることがある
かもしれません。
　その時々の自分の目線に置き換えて、
その時の資産額に対する満足度を見ると
いう視点も重要だと思います。これは年
齢に合わせて、満足度を感じる自分の目
線も動かしていくようなものです。

　それを確かめる一つのデータがありま
す。2023年に行った「60代6000人の声」
アンケートです。この調査では、回答者
6503人に対し、資産水準への満足度を聞
いています。これを年齢と資産規模別に
集計し、60-62歳の565人と67-69歳の387
人のデータだけを比較したのが〔図表１〕
です。
　ここから分かることは、60歳代になっ
たばかりの60-62歳と、もうすぐ70歳代に
なろうとする67-69歳の資産水準の満足
度には、一定の違いがあるということです。

１ 加齢に伴い満足度に対する視線も動いていく

２ 同じ資産水準であれば年齢が高いほど満足度が高い
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　この調査での資産水準に対する満足度
は、資産水準に対して「満足できない＝
1点」から、「満足している＝5点」まで
の5段階で回答者が評価をつけて、その
平均値を取っています。資産額は右に行
くほど少なくなり、資産が減っていくと
満足度がどうなるかが分かります。
　60-62歳と67-69歳のグラフの形状はど
ちらも右肩下がりですから、資産額が減
少するほど満足度が低下していることが
示されています。ただ、67-69歳の線のほ
うが60-62歳の線よりも上にあるという
ことは、同じ資産額であれば、もうすぐ
70歳代になろうとする人の満足度のほう
が、60歳代になったばかりの人の満足度
よりも高いことを示しています。
　具体的な数値をみると、保有資産1501-
2000万円の層(グラフでは1750万円の階
級値)では、60-62歳が満足度は2.70点で
すが、67-69歳は3.03点です。また、その
金額よりも多い資産の層では、全て同じ
資産額であれば67-69歳の満足度のほう
が高いという結果になりました。
　満足度が3点、すなわち「どちらでも
ない」という中庸の水準を横に見ていく

と、60-62歳の3001-4000万円の層(グラフ
では3500万円の階級値)の資産水準満足
度は2.99点で、67-69歳の1501-2000万円
の資産水準満足度は3.03点です。つまり、
60歳代になったばかりの人にとっての
3000万円台の資産が、7～8年経過する
と2000万円を若干下回る水準に低下して
も、その満足度はほとんど変わらないと
みることもできるのです。

　この結果はどんなことを教えてくれる
でしょうか。年代別の満足度の曲線を一
つのグラフにしてみました〔図表２〕。
　このグラフは先ほどのグラフと同様に、
横軸に資産額を入れて右に行くほど資産
が減っていき、縦軸にはその資産額に対
する満足度を上にいくほど高くなるよう
にしています。それぞれの年代ごとの曲
線は、資産の減少が満足度を下げるとい
うことを示していますが、年代ごとのそ
の曲線は、年齢が高いほど上にあります。
　例えば同じ2000万円の資産を、60歳代
が感じる満足度と80歳代が感じる満足度
では、80歳代の方が高いということをグ

３ 年代を含めて資産とその満足度を考える

注：�60-62歳は565人の回答、67-69歳は387人の回答を集計。
出所：�「60代6000人の声」、合同会社フィンウェル研究所、

2023年

〔図表１〕�60―62歳と67―69歳の保有資産
水準と資産水準満足度の関係
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出所：合同会社フィンウェル研究所

〔図表２〕�年代別の保有資産と満足度の
関係（イメージ図）
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ラフで示しています。
　このグラフを使って、年代に合わせて
目線を動かすことで資産水準の満足度が
どう変化するかを考えてみます。グラフ
のなかでマーカーが■になっているとこ
ろを見てください。60歳代の■のところ
を起点に考えると、そこから生活費に
使った分だけ資産額が減ってしまえば、
その満足度は低下することになります。
　しかし、その間に年齢は高くなるため、
グラフの曲線は70歳代のものにシフトし
ます。その場合、資産水準の満足度は70
歳代の満足度の曲線で見ることになりま
すから、減少した資産水準に対する満足
度は■の水準に移ります。
　80歳代、90歳代において、消費されて
資産額が減っても、満足度の曲線がシフ
トすることで、■の位置はそれほど大き
く低下しません。資産水準は減少してい
るのに、その満足度はそれほど大きく低
下していないと見ることができます。

　こうした見方を前提にすると、生活の
ために資産を取り崩すことに前向きにな
れるのではないでしょうか。資産の取り
崩し、デキュムレーションの視点で見る
と、運用しながら取り崩すことで資産の
減り方をコントロールできれば、たとえ
資産が減ったとしても、その満足度をそ
れほど下げないで済む方法に近づくと考
えられます。
　資産水準の満足度を見るときには、資
産額だけではなく、年代も考慮すべき大
きな要素のようです。これが資産をうま
く活用する際の大切な視点ではないで
しょうか。「資産活用」という考え方を追
求することは、生活のために資産を少し
ずつ使いながら、満足度をそれほど引き
下げないで済ませる方法を探ることでも
ありそうです。

４ 取り崩しながらも満足度を維持する方法
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